
文化観光スポーツ部における随意契約の実績　　（平成29年度４／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法
施行令（根拠）

契約の相手方の選定理由 その他

1
観光振興
課

平成29年度教
育旅行推進強
化事業「国内修
学旅行誘致戦
略策定事業」

平成30年
1月10日

10,654,000

国内修学旅行誘致戦略
策定事業共同企業体
①(株)ＪＴＢ沖縄
②(株)ＪＴＢコーポレート
セールス

①沖縄県那覇市おもろま
ち4-19-30
②東京都千代田区霞が
関3-2-5霞が関ビル12階

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
２者から応募があった。それぞれの企画提案内
容等を選定委員会において審査したところ、左
記の者の提案が最も高得点であったため、契
約の相手方として選定した。

2
文化振興
課

文化発信交流
拠点整備実施
計画選定業務

平成30年
1月31日

10,216,800 株式会社　国建
沖縄県那覇市久茂地１－
２－２０
ＯＴＶ国和プラザ６階

第167条の２
第1項第2号

本業務では文化発信交流拠点の整備に関わる
これまでの経緯等を踏まえ、さらに効果的に事
業を遂行できる体制やノウハウを有することが
必要である。このため選定基準のある企画提
案公募方式により上位１位事業者を選定した。

3
空手振興
課

平成29年度沖
縄空手広報事
業（3DCGモー
ションキャプ
チャーVR）委託
業務

平成30年
１月25日

19,904,820

沖縄セルラー電話株式会
社・株式会社IMAGICA
ウェスト共同企業体
①沖縄セルラー電話株式
会社
②株式会社IMAGICAウェ
スト

①沖縄県那覇市松山１丁
目２番１号
②大阪府大阪市北区同
心１丁目８番14号

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
４者から応募があった。それぞれの企画提案内
容等を選定委員会において審査したところ、左
記の者の提案が最も高得点であったため、契
約の相手方として選定した。

4
空手振興
課

平成２９年度沖
縄空手会館展
示解説多言語
音声ガイド等整
備事業委託

平成30年
１月29日

17,279,020

株式会社国建システム・
株式会社アールアール
シー共同企業体
①株式会社国建システム
②株式会社アールアール
シー

①沖縄県那覇市久茂地１
丁目２番２０号
②沖縄県那覇市天久１丁
目７番２１号１０３

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
２者から応募があった。それぞれの企画提案内
容等を選定委員会において審査したところ、左
記の者の提案が最も高得点であったため、契
約の相手方として選定した。

5
空手振興
課

平成２９年度沖
縄空手会館企
画展関連製作
等委託業務

平成30年
２月20日

13,068,000

沖縄空手会館企画展事
業共同企業体
①株式会社電通沖縄
②株式会社エフ・クレスト
③株式会社電通アドギア

①沖縄県那覇市久茂地３
丁目２１番地１号
②東京都港区東新橋２丁
目４番１号
③東京都中央区銀座８丁
目２１番地１号

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
１者から応募があった。企画提案内容等を選定
委員会において審査したところ、左記の者の提
案が最も高得点であったため、契約の相手方と
して選定した。



文化観光スポーツ部における随意契約の実績　　（平成29年度４／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法
施行令（根拠）

契約の相手方の選定理由 その他

6
交流推進
課

平成29年度多
文化共生推進
調査事業委託
業務

平成30年
1月11日

7,935,819

平成29年度多文化共生
推進調査事業委託業務
共同企業体
①（特活）沖縄NGOセン
ター
②（株）海邦総研

①沖縄県宜野湾市宜野
湾3丁目23番52号
②沖縄県那覇市久茂地2
丁目9番12号４F

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
２社から応募があった。それぞれの企画提案内
容等を選定委員会において審査したところ、総
合得点では２社同点となったが、左の社の提案
では事業内容の主である調査方法がもう片方
よりも優れていたため、契約の相手方として選
定した。


